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今、社会や企業におけるデジタル化の進展により、データとアルゴ
リズムの活用がますます重要になる時代に入ったことを私たちは認

識しています。より一層、（1）データ戦略、（2）高度なデータ分析、（3）高
いレベルのインテリジェンスから得られるインサイトを用いて、企業や社
会が進むべき道を照らし出すことがプロフェッショナルファームに求めら
れます。本連載では上記の３点に関連する内容を掲載していきます。
第1回はテクノロジーの進化における機会と脅威という2つの側面に対して
最適な行動を起こすために、デジタルインテリジェンスにおける未来洞察
の重要性や方法論について紹介します。
なお、本文中の意見に関する部分については、筆者の私見であることをあ
らかじめお断りいたします。

昨

POINT 1

不確実性への対応には未来洞察
が必要
社会や市場が今後どのように変化するかを
考えることが未来洞察である。そして、テク
ノロジーがもたらす影響を機会と脅威の両
面から洞察することが重要だ。たとえば、AI

技術のユーザー企業は自動化・効率化によ
る業務集約や経営の高度化の機会を得て
いるが、AI技術の台頭により既存サービス
からの撤退を迫られる企業もある。

POINT 2

未来洞察は複数業界・技術を横断
するアプローチが有効
社会や市場に対してテクノロジーがもたら
す変化の兆しを捉えるには、自らの業界だ
けではなく、複数の業界や技術を横断して
見渡すアプローチが有効である。その際に
は、ビッグデータ分析などの定量的手法と、
専門家やエクストリームユーザーの声を聞
くなどの定性的手法のどちらも活用する。

POINT 3

未来洞察の展望
AIや量子コンピューティング技術の発展に
伴い、より広範囲で定量・定性データを織
り込んだ未来洞察が可能となる。未来洞
察の手法自体も、デジタルの進化に合わ
せて変えていくことが求められる。
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Ⅰ

未来洞察の重要性

デジタルが急速に発展する現代におい
て、未来洞察はなぜ必要なのでしょうか。
その意義について、ここでは機会と脅威の
視点で考えます。
デジタルによる機会と脅威について語る

うえでわかりやすい例は、AI技術の台頭で
す。2000年以降の市場規模推移を見ると、
AI市場は2000年初頭では数十億ドル規模
で、一部大企業と政府機関による投資分
野という状態でした。しかし、次の10年で
10倍、そして2020年代初頭から現在にか
けては実に1兆ドルを超える見通しとなっ
ています。AI技術のユーザー企業は自動
化・効率化による業務集約や経営の高度
化の機会を得ており、ソリューションプロ
バイダはおよそすべての業界・業種に対し
てビジネスチャンスを持っている状況とな
りました。
一方で、AI技術の台頭によっておよそ

全ての業界において労働力の変革が起こ
ることは明らかであり、個人のレベルでは
リスキリング、企業に対しては事業戦略や
ポートフォリオの転換などが今まさに求め
られています。損失した市場規模が正確
に算出されているわけではありませんが、
AI技術を利用したドライバーと顧客のマッ
チングを行うライドシェアサービスの台頭
による既存タクシー業界への打撃など、ま
さにデジタル技術の台頭によって既存サー
ビスが数年の間で椅子を奪われてしまう
といった事象が現実に起こっています。
事業ポートフォリオの柔軟な転換が困

難であると思われる業種こそ、デジタル技
術をトリガーとする変革によって創出され
る機会を捉え、脅威を回避する戦略を実
行すべく、未来洞察を行うことが重要であ
ると考えます。

Ⅱ

デジタルにおける未来洞察の
対象

1. 技術的側面から社会動向を俯瞰

現代の社会動向と企業経営は複雑に関
連し合っていますから、未来洞察をする
には自社を取り巻く外部環境の分析が必
須となります（図表1参照）。このような外
部環境分析を行うフレームワークの1つに、
「Politics（政治）」、「Economy（経済）」、
「Society（社会）」、「Technology（技術）」
の4つの側面から自社に与える影響を考察
するPEST分析があります。KPMGアドバイ
ザリーライトハウス デジタルインテリジェ
ンスの未来洞察は、そのなかの技術的ト
リガーから外部環境を俯瞰し、企業との
接点を考察します。

2. メタバースでの例

ここでは例として、メタバースやWeb3.0

の普及がどのように社会や政治などの外
部環境に影響を与えているかを考察し 

ます。
今はまだ黎明期かもしれませんが、メタ

バースの世界においてNFTに紐づけられた
個性ある服や住宅が徐々に広まりつつあ
ります。それらをBtoCで売る事業者やメタ

バース上で売買するための市場を提供す
るBtoB事業者が増えたことで、まったく新
しい市場が形成され始めました。
一方で、人権問題やマネーロンダリン

グ、テロリズムなどの国際的な問題が生じ
る可能性、NFTに紐づけられた資産のメタ
バースでの所有や取引など、法規制や税務
面で多くの課題があります。今後は、法規
制や税務をどのように整備していくべきか
という政治的側面も考える必要があるで
しょう。
これらを踏まえて、既存企業はリアルの

世界とメタバースの世界との間にどのよう
な接点を見出すべきでしょうか？

KPMG Australiaが2 0 2 2年に発行した
「Future of XR1」にはメタバースに関する興
味深い未来洞察が多く記されております。
ここでは、その一説を紹介します。「20 3 0

年までに、人々は現実世界よりもメタバー
スで過ごすようになり、メタバースの経済
的価値は物理的な世界の資産の経済的価
値に挑戦し始めるでしょう。仕事に応募し
たり、生計を立てたり、買い物をしたり、
友人と会ったり、さらにはメタバースで結
婚したりする人もいるでしょう」。（執筆者
訳）
むろん、上記は1つの仮説ですが、将

来、社会にメタバースが浸透したとして、
実際に人々がどのような価値を享受して、
企業との接点がどのようになっているで
しょうか？
デジタルにおける未来洞察では、このよ

うに技術トリガーで起きることを主に論じ
ながら、政治・経済・社会的外部環境にも
踏み込んで考えていきます。

Ⅲ

未来洞察の方法論

1. フォアキャスティングと 

バックキャスティング

未来洞察の方法を大別すると、現在の
立ち位置から未来を占う「フォアキャス
ティング」と、最初に未来の姿を描いてか

図表1 Intelligenceの重要性

出所：KPMG作成
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ら、どうすればその未来が実現できるか
の道筋を考える「バックキャスティング」が
あります。
前者は現在のビジネスやサービスを前

提にどのように発展させていくかを検討
するときに、後者は環境問題などあるべ
き姿に共感しやすく、打ち手が多く考えら
れる課題を検討するときに用いられます。
フォアキャスティングとバックキャスティン
グは、検討内容によって使い分けますが、
本稿ではフォアキャスティングにフォーカ
スして説明します。

2. 定量的なアプローチ

未来洞察における定量的なアプローチ
の1つに、ビッグデータの分析などにより予
測を立てるという手法があります。ビッグ
データを分析した事例のなかには、ディー
プラーニングや自然言語処理を活用し、
物価指数やエネルギー、金属価格をはじ
めとする数千の品目で1年先までの価格
の予測を行う、日本の企業からローンチ
されたサービスもあります。データに基づ
いた客観的な結果が得られ、納得度の高
い、非常に有効なアプローチです。一方
で、データが示す延長線上の事柄のみに
有効ですから、そもそも参考となりそうな
データが無い事柄では活用しにくいという
短所があります。たとえば、前記の「メタ
バースの世界がどのように発展していくか」
などの問いに答えるには不向きと言えるで
しょう。

3. 定性的なアプローチ

定性的なアプローチでは、たとえばUX

（ユーザーエクスペリエンス）調査の手法
であるエスノグラフィー調査が有効です。
この手法を使えば、顕在化・明文化されて
いないニーズや、未来ではこう進化するの
ではという気づきが得られます。ある動画
サービスアプリ企業の創設者は、電車内
で高校生が楽しそうに会話をしながら動
画を見せ合っている様子を見て動画SNS

というサービスを創出、一大カテゴリーと
して認識されるまでに成長させました。
また、有識者へのアンケートやインタ

ビューをベースとしたデルファイ法なども
有効です。これは、複数の専門家の見立て
を分析することで、広い視野かつ現実に
即した結果が得られやすいという特徴が
あります。
一方で、定性調査の短所としては、調査

対象となる専門家やユーザーの選定、質
問をどう設計するかなど、調査する側の
バイアスが生じやすくなる点が挙げられ 

ます。

4. 定量的手法と定性的手法を混ぜる

上記の短所を補う方法として、定量的と
定性的、両方を組み合わせるという方法が
あります。たとえば、人口動態やマーケッ
トの成長をシミュレーションした複数の
予測の軸を立てながら、有識者やエクスト
リームユーザーの声から導いた結果を掛
け合わせ、いくつかの未来洞察のシナリオ
を構築する手法です。

5. 複数の兆しから未来洞察を行う

ビジネスの未来が真っ直ぐな延長線上
にあると仮定すると、その未来は描きや
すいものの、多くのケースでそのようには
ならないと経験からわかっています。その
ような延長線上にはない未来を描くには、
何らかの工夫が必要となります。たとえ
ば、自動車業界を中心に自動走行の技術
が進化し、医療業界では遠隔診療の技術
が発達してきています。2つの未来の延長
線が干渉し合う姿を想像すると、「自動走
行する車により機材が遠隔地に速やかに
送られ、処置まで含めた医療の提供が可
能となる」というビジネスが描けます。現
時点では個別に運営しているサービスで
も、関連が考えられそうな技術やサービス
を複数の延長線で考え、それぞれを絡め
て考えることで、現在は姿形のないサービ
スがいくつも見えてきます。

6. 長期的な未来予測

30年、50年先などといった比較的長期
の未来洞察を行う場合、複数軸での交差
によるイノベーションが何度も起き、きわ
めて予測が難しくなります。
そのような長期の未来洞察に向けては、

ペースレイヤリングという考え方が有効で
す。たとえば、ファッションの流行は早く変
わりますが、それと比べて商業の変化は
緩やかです。インフラや政治の変化はさら
に緩やかと考えられます。対して、自然環
境の変化は最も緩やかですが、絶対的な
影響を及ぼして文化を形づくり、それに追
従して政治やインフラ、商業に確実な影響
を及ぼします。それぞれ異なる速度で変化
し、異なる強さで影響し合っているという
考え方です。

3年や5年程度の短期間の未来洞察で
は、気候変動レイヤーは視野の外に置い
ても支障が無いことは言うに及ばずです
が、長期の未来洞察ではこれらを抜きに
しては語れません。むしろ気候変動や人口
動態などは、変化の早い商業レイヤーなど
と比較して予測が大きく外れにくく、重要
な足がかりになります。

Ⅳ

未来洞察の適用

1. 技術をトリガーとした、社会と企業の
接点

それでは、未来洞察の結果をどのよう
に活用すべきなのでしょうか？　これには
長期的な活用法と短期的な活用法があり 

ます。

2. 長期的な活用方法

機会と脅威について前記しましたが、未
来洞察を行うことで、新たなチャンスを見
出し、どの分野に投資を行うかの検討材
料とすることができます。また、既存のビ
ジネスモデルを覆すような脅威にいち早く
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気づき、舵取りを行うことも可能です。こ
のように、長期の視点では経営戦略的な
判断材料となりうるため、未来洞察も自ず
と多くの産業や技術を跨いで展望するこ
とが必要となってきます。

3. 短期的な活用方法

短期的には、たとえばある1つのプロ
ジェクトにフォーカスして、ダブルダイヤ
モンドのフレームワークに活用することな
どが考えられます（図表2参照）。これは
課題を捉える前半の「イシューディスカバ
リー」と、解決策を捉える後半の「アイディ
エーション」の2つの菱形で表現されたデ
ザインシンキングプロセスです。両パート
において、拡散と収束を辿ることが特徴的
ですが、特にイシューディスカバリーでの
拡散プロセスで多くの情報を得て、広く深
く理解を得ることが大切です。そのため、
未来洞察アプローチを1つのワークショッ
プとして実施して、現状を捉え、未来を占
うプロセスとして実施することも効果的で
あると考えます。

Ⅴ

未来洞察の課題と展望

1. 未来洞察の課題

未来洞察は対象とする時間が長期に
なるほど、どうしても不確実性が増してき 

ます。

また、新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の流行のような、根本的に予
測が難しい大きな社会変化が起こった場
合、未来洞察は見直しを迫られることとな
ります。たとえば、COVID-1 9の流行を先
ほどのペースレイヤリングの考え方で整理
すると、商流への影響、医療体制などのイ
ンフラ、政治、人々の考え方や文化という
各レイヤーにおいて短期間で強い影響を
及ぼした、ということを理解できるかと思 

ます。

2. 未来洞察の展望

今後、AIや機械学習のアルゴリズム、量
子コンピューターの計算能力がより向上
していけば、未来洞察の技術革新も飛躍
することでしょう。最近では、大手建設
会社が位置情報などのビッグデータとシ
ミュレーション技術を掛け合わせて、交
通・防災・観光の最適化を図るためのデー
タ分析プラットフォームの構築に量子コン
ピューターを活用している事例もありま
す。プロジェクトの規模としても大きく、長
期のスパンを見渡さなければならない公
共系の事業では、特にこの恩恵を受ける
のではないでしょうか。また、AIの事例に
は、複数の単語を入力することで画像を
生成するサービスもあり、一般の方々に驚
きとともに受け止められています。
遠くない将来には、人の想像の及ばな

い未来洞察を、AIが1枚の絵や1本の動画
として生成するようになるかもしれませ
ん。そして、未来洞察者は、それが何を示
しているのかをデータサイエンティストや
UXリサーチャーから構成されるチームで
分析・解読するようになるのかもしれま 

せん。

1  Forecasting the future of XR and the 

metaverse

  https://kpmg.com/au/en/home/

insights/2022/02/future-of-extended-

reality-xr-metaverse.html
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図表2
ダブルダイヤモンドのデザイン
シンキングプロセス

出所：KPMG作成
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